
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 

 

主催：男声合唱団 いずみオッチェンコール 

後援：（公財）仙台市市民文化事業団  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  

代  表 大友 邦彦 

 

私たちの合唱団は、今年創立以来１８年目を迎え、大泉先生の厳しくもユーモアあふ

れるご指導をいただきながら、団員５４名、より美しいハーモニーを目指し練習に励ん

でおります。 

        また、市民の皆さまに親しまれる合唱団を目指し、野草園、七北田公園の行事に参加

演奏し、黒松、松森、桂、将監の各市民センターでの行事にも協力演奏しております。 

今日は、私たちの年齢を超えた熟年のハーモニーを楽しんでいただければうれしい限りです。 

                                 

 指 揮 者 大泉  勉 

 
合唱団は団員一人一人が主役           

        
本日は、いずみオッチェンコール第８回演奏会にお越し下さいまして誠にありがとうご

ざいます。 

       ２００１年に、団員９名で発足したオッチェンコールも、今や５４名の大所帯となりま

した。毎週火曜日午前の定期練習日は１００％に近い出席率です。 

 先般、団員の５分の２位の数でしたが、カラオケで各自得意な曲を、一曲ずつ歌う機会がありました。

全員素晴らしい声で、豊かな表現力を持っているのを見聞して、心底びっくりしました。同時に、合唱

練習時に、皆さんの潜在的能力を十分引き出していない私の非力さを、反省させられました。 

 合唱団は、団員一人一人が主役です。今日は持てる力を十分出し切って、おいで下さった皆さんに、

納得いただける演奏会になるよう頑張ります。 
 

                                 

 



 
 
 

指 揮 大泉  勉    

ピアノ 尾澤 香織 

プロローグ：団歌「碧
あ お

き 天
そ ら

」            作詞 杉田 安宣    作曲 大泉 勉  

第１ステージ ～懐かしいうた・心のうた～ 

・赤 と ん ぼ    作詞 三木 露風  作曲 山田 耕筰  編曲 信長 貴富 

・浜 辺 の 歌    作詞 林   古渓  作曲 成田 為三   編曲 和泉 恒陽 

・青 葉 城 恋 唄     作詞 星間 船一  作曲 さとう 宗幸  編曲 和泉 恒陽  

・叱 ら れ て     作詞 清水 かつら  作曲 弘田 龍太郎  編曲 増田 順平 

・里 の 秋      作詞 齋藤 信夫  作曲 海沼  実  編曲 福永 陽一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・団歌・碧き天 

団の創設者であり、１５年間代表であった故杉田安宣の作詞、創設からの指揮者・大泉勉の作曲である。わが合 

唱団のシンボルであり、月初めの練習日に、その月の誕生者に大泉勉編曲の「Happy Birthday」と共に贈り、団員 

相互のよすがとしている。 

・赤とんぼ 

大正１０年に発表されたこの詞は、三木露風が５歳のとき両親が離別し、祖父に養育される間、子守り奉公の姐や

に面倒をみてもらった印象を描いている。「おわれてみたのは」は姐やの背におんぶして肩越しに見た夕焼けの意で

ある。昭和２年山田耕筰によるこの曲は音楽映画「ここに泉あり」（昭和３０年）の挿入歌としても用いられ、山田耕

筰が特別出演している。 

・浜辺の歌 

成田為三は明治２６年秋田県に生まれ２１歳のとき現在の東京芸術大学に入学し、山田耕筰に師事した。２年後の

大正５年にこの曲を作曲している。歌詞の３番は１～２番と趣が変わり、赤い着物の裾を濡らし、病より癒えた女性

は、まなご（愛子＝いとしご、愛する人）は、今はどうしているものかとの心情を歌っている。 

・青葉城恋唄 

昭和５２年からＮＨＫＦＭ仙台のＤＪを担当していたさとう宗幸は、リスナーから寄せられた詞に曲をつけて創作

していた。この曲は東松島市の星間船一が寄せた詞に５分ほどで作曲したといわれる曲で、今や懐メロのご当地定番

ソングとなっている。 

・叱られて 

清水かつらは明治３５年、４歳のとき２歳下の弟が亡くなり、自責の念から母は心の病にかかり離縁されてしまう。

その後、継母を迎え、成長して出版社に就き傍ら童謡の作詞を行う。２１歳の時のこの詩は母親と生き別れた悲しみ

を、親元を離れて奉公に出された二人の子供の辛い心情と重ね合わせて描かれている。曲は大正９年弘田龍太郎によ

るもので、彼は清水かつらとコンビを組み、「靴が鳴る」「雀の学校」などをはじめ多くの作曲を手掛けている。 

・里の秋 

昭和２０年末、川田正子の新曲として放送された。元々は齋藤信夫が昭和１６年に作詞した戦時色のある「星月夜」

であった。彼は戦後責任を感じて教師を辞していたが、海沼実が彼を説得し歌詞と題名を書き換えて曲にしたもの。

３番の歌詞は父の無事の復員を願っている。１～２番の歌詞は「星月夜」と同じである。 

プログラム 

曲目紹介 



  

第２ステージ ～「オペラ名場面」より～ 
 

・オペラ「魔笛」より 

僧侶たちの合唱               作曲 W・A・モーツァルト 

・オペラ「カヴァレリア ルスティカーナ」より 

村人の合唱 家に帰ろう            作曲 P・マスカーニ 

・オペラ「ナブッコ」より 

行け、我が想いよ 金色の翼に乗って   作曲 G・ヴェルディ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オペラ「魔笛」より 

僧侶たちの合唱 

古代エジプト最高位の女神イシスと、その夫オシリスの高僧ザラストロが僧侶たちを伴って登場す

る。そして魔法の笛によって導かれ、試練を受ける王子タミーノのために『おお イシスとオシリス

よ  何という喜び !  闇夜は太陽の輝きに明ける  彼はわれらにふさわしくなるだろう』と祈る僧

侶たちの合唱。 

 

・オペラ「カヴァレリア ルスティカーナ」より 

村人の合唱 家に帰ろう 

地中海に浮かぶイタリアのシチリア島。イースターの祭りに村人は教会に集まってくる。 ミサも

終わり、美しい間奏曲の後、教会から出てきた村人が歌う。『さあ 家に帰ろう 友だちよ 喜び勇ん

で  寄り道しないで急ごう』 

 

・オペラ「ナブッコ」より 

行け、我が想いよ 金色の翼に乗って   

紀元前 6世紀、バビロニアの王ナブユドノゾル (イタリア語でナブッコ)による、ヘブライ人のバ

ビロニア捕囚を題材としたオペラである。 奴隷として働かされているヘブライ人達が、１日の労働

が終わるとユーフラテス川岸に集い、「行け、我が想いよ」と、望郷の念を神に祈る合唱である。 

この合唱はミラノで初演された時からセンセーションを巻き起こしたという。 

初演の場所となったスカラ座では６ケ月の１シーズンで５７回上演され、スカラ座における同一月

の１シーズンに於ける最多上演記録となり、２１世紀の今日でもその記録は破られていない。 

曲目紹介 

休 憩 （１５分） 



 

第 3 ステージ ～男声合唱組曲「水のいのち」全５曲～ 
作詩 高野 喜久雄   
作曲 髙田 三郎 

・第一曲〈雨〉  ・第二曲〈水たまり〉  ・第三曲〈川〉 

・第四曲〈海〉   ・第五曲〈海よ〉 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２００１年４月、仙台市泉区で産声をあげた「いずみオッチェンコール」は今年１8年目を迎え、発足当時９名 

だった団員は現在５４名を擁する合唱団に成長しました。唱歌、民謡、宗教曲、歌劇の合唱など、レパートリーは 

広くすべて暗譜で歌っております。これらは我が団創立以来の指揮者・大泉 勉先生の熱意と献身的なご指導ととも 

に、団員各自の努力の成果であると思います。 

いずみオッチェンコールは、毎年開催される「男の合唱まつり inみやぎ」、「ハーモニーコンサート inひろせ」 

に連続出演しています。 

２０１１年、東日本大震災に際しては、いち早く各地で復興支援チャリティコンサートを実施。２０１２年３月、 

東京で活躍中の＜マトゥーリ男声合唱団＞と震災復興支援ジョイントコンサートを仙台市で開催。同年秋には神戸 

市で行われた「東日本復興支援こうべ長寿祭２０１３全国シルバー合唱コンクール」に初参加して最優秀賞≪金賞≫ 

を射止めました。 

２０１４年１１月には地元の合唱団に呼びかけて「復興応援コンサート in亘理」を主催しました。２０１６年 

３月に気仙沼市で開催された「復興支援『東北うたの本・こころの歌』」にも参画・出演しております。 

合唱による国際交流として、２００６年にイタリアの古都２か所で現地合唱団と合同コンサートを実施し、翌年 

にはポルトガルの名門＜コインブラ大学ＯＢ合唱団＞を仙台市に招いてジョイントコンサートを開催。その後２０ 

１６年１２月には、日本イタリア国交１５０周年「イタリア再訪ジョイントコンサート」を実施して、１０年ぶり 

に現地合唱団と交流を深めたほか、直近のイタリア地震に対して見舞金を贈呈し感謝されました。 

いずみオッチェンコールは、隔年開催する定期の演奏会のほか、各地各団体の要請に応え積極的に出演活動を行 

っております。今年の＜仙台青葉まつり・開会式＞では戦前に発禁となった『御藩祖をどり』を８３年ぶりに披露 

演奏いたしました。この度の第８回演奏会では、「響け 歌声！ 心のハーモニー♪」をキャッチフレーズに、平均 

年齢 76歳を超えたシニア合唱団の重厚なハーモニーを多くの方々にお届けできればと願っているところです。 

「水のいのち」は、合唱経験者であれば誰でも一度は真剣に歌ってみたい、という思いになる名曲である。

数学者であり、詩人であった高野喜久雄の詩は、「水のいのち」、「ひたすらな道」、「わたしの願い」、「内なる

遠さ」など、髙田三郎により次々に作曲された。 

「水のいのち」は、空から降り注いだ恵の雨は、ふるさとの空に帰りたいと願いながら、時には、わだちのく

ぼみで泥水となり、またある時は、高い空にこがれながら、反対の低い方に流れて苛立ちを覚える。しかし、

終わりには、全てを受け入れる海にたどり着き、汚れを落とし、見えない翼を身に付け、心のふるさとに帰っ

て行く。熱心なカトリック信者であった髙田三郎の魂の音楽は、水の一生を人間の一生として、時を超え歌

われている。 

曲目紹介 

いずみオッチェンコールの紹介 



 
 

 

指揮者：大泉  勉 

東北大学教育学部音楽科卒業。在学中に東京芸術大学へ内地留学。指揮を渡邉暁雄、福井文彦 

両氏に師事。 

これまで、ピアノリサイタル（４回）や数多くの各種演奏会の指揮者、伴奏者として活躍。 

１９７６年から２０１０年まで仙台少年少女合唱隊（現ＮＨＫ仙台少年少女合唱隊）指揮者。 

１９８１年宮城県芸術選奨受賞。２００１年仙台市政功労者。２０１０年ＮＨＫ東北ふるさと賞 

受賞。 ２０１７年１１月には文部科学大臣から「地域文化功労者表彰」を受けた。 

現在、宮城教育大学名誉教授、宮城県芸術協会参事、仙台日伊協会会長、仙台ジュニアオーケストラ副団長。 
 
副指揮者：千田 彰武 

山形大学教育学部特設音楽科卒業。指揮法・合唱指導法を前田幸市郎、声楽を松沢俊子、和声 
楽・対位法を斎藤絃吉、ピアノを外狩仲一氏に師事。高校の音楽教諭、宮城県教育庁指導課指導 
主事等を経て、仙台市内３中学校長、宮城学院女子大学音楽科非常勤講師、県・仙台市中学校音 
楽教育研究会長、県合唱連盟中学校部会長を歴任。平成１０年東北吹奏楽連盟、平成１６年全日 
本吹奏楽連盟から表彰。平成１３年宮城県教育功績者賞を受賞。 

現在、県吹奏楽連盟顧問・東北吹奏楽連盟顧問。 
 

ピアニスト：尾澤 香織 
宮城学院中学校･高等学校卒業。宮城学院女子大学音楽科卒業。同大学音楽科研究生修了。宮 

城学院女子大学附属音楽教室に１０年間在室。音楽科コンサート、卒業演奏会に出演。研究生修 
了リサイタルを開催。日本ショパン協会東北支部主催新人演奏会、ファミリーコンサートに出演。 
ヤマハ仙台店４５周年特別企画ショパン全曲連続演奏会第５回に出演。Reunion Concertに出演。 

ピアノを松山裕美子氏に師事。林秀光、弘中孝の各氏にも指導を受ける。 
現在、ＮＨＫ仙台少年少女合唱隊、いずみオッチェンコール、コール・ウィング、コールはなみ 

ずき、仙台オペラ協会ピアニスト。また伴奏や室内楽など幅広く活動。 
仙台ミュージックプラザピアノ講師。日本ピアノ教育連盟、宮城県芸術協会各会員。 

 
団員メンバー    
Tenor 1（１２名） 

    石川  重紘  小笠原 久夫  片平  勝美  佐々木 清  佐藤 友造  菅原   修   菅原  和信 

千田  彰武  羽田野 昌弘  福地  博夫  峯   輝明  米倉 曻 

Tenor 2（１５名） 

    青柳  正紀  阿部  恒安   井上  博造  大友  邦彦  大山  清吉  加藤   昇  小桧山 戊寅 

    坂   譲      菅波  則之   高橋  英雄    高森  勝治   中村  正司   朴澤  徳昭  吉川  博英 

     吉目木 邦昭 

Baritone（１４名） 

    阿部  琢也   石川  洋之  小野寺  矩雄  菊池  明   菊池  和夫  黒瀧   修   佐藤  安彦 

糠澤 宏二  田丸  清吉    手塚    秀    豊島  光喜  花塚   愃    渡邉  剛吉  渡邊  正好 

Bass（１３名） 

    阿達 洋史  今井 一廣  小林  修    今野 克彦  金野  健   齊藤 鷹穂  白澤 壽一 

    杉野 政憲  杉本  勇   根來 英雄   真尾 征雄  我妻 克彦  渡邊 法義 
 
 



北イタリア インツィーノ合唱団と共演 ２０１６年１２月 シチリア島 イマーゴ合唱団と共演 ２０１６年１２月 

 
 

最近の活動状況写真 
 
 
 
  
  
  
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ホームページ 

昨年ホームページをリニューアルしました。第６、7 回演奏会ほか活動状況を動画主体で紹介し 
ております。 

「いずみオッチェンコール」で検索（https://occhen.wixsite.com/mysit） 
 

常時会員募集しています!! 

歌うことが好きな方であれば、合唱経験の有無や年齢などは問いません。男声ならではの重厚なハーモニーを 

楽しみたい方、是非ご入団ください。楽譜が読めない方でも心配ご無用です。団として、あるいはパートごとに 

譜読み・音取りなど、極力フォローいたします。まずは、火曜日午前の練習を覘いてみてください 
      問合せ先：電話０２２－３７２－５８７４（米倉 曻）または、ホームページから 
 
 

御藩祖をどり・お披露目演奏（青葉まつり開会式、２０１８年５月１９日） 

https://occhen.wixsite.com/mysit
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「男声合唱団いずみオッチェンコール」泉区向陽台で発足（発足時団員９名） 

第３回「男の合唱まつり in みやぎ」に初参加（以降毎年参加） 
「いずみオッチェンコール おひろめコンサート」開催（向陽台コミュニティセンー） 
「髙田三郎作品 ひたすらないのち in仙台」合同演奏参加 
第１回「いずみオッチェンコール演奏会」開催（イズミティ２１） 
「福島市 年輪の輝き ふれあいオパールコンサート」に翌年も連続参加 

第６回「ハーモニーコンサート inひろせ」参加（以降毎年参加） 
第２回「いずみオッチェンコール演奏会」開催（楽楽楽ホール） 
「日・伊親善ジョイントコンサート」開催（イタリア訪問・ブレーシャ市、クレマ市） 
ポルトガル・コインブラ大学OB 合唱団を迎えて「ポルトガル・日本交流親善ジョイントコ
ンサート」開催（東北福祉大学けやきホール） 
第３回「いずみオッチェンコール演奏会」開催（仙台青年文化センター） 
宮城県議会ラウンジコンサート出演（県議会議事堂ラウンジ） 
第３回「賢治の里 花巻でうたう賢治の歌」全国大会参加、《光の大賞》受賞 
創立１０年「第４回いずみオッチェンコール演奏会」開催（仙台青年文化センター） 
「東日本大震災復興支援チャリティコンサート」参加（仙台市内６か所） 
第２３回「北上夜曲歌唱コンクール全国大会」初参加、最優秀賞を受賞 
「東日本大震災復興支援チャリティコンサート」参加（宮城学院女子大学講堂） 
「２０１２雪あかりの路交流コンサート」参加（小樽市民センター マリンホール） 
「マトゥーリ男声合唱団」と大震災復興支援チャリティ・ジョイントコンサート開催 

（合同演奏曲「忘れない 忘れまい」）（仙台司教区センター元寺小路教会） 
第５回「いずみオッチェンコール演奏会」開催（イズミティ２１ 大ホール） 
「東日本大震災復興支援 こうべ長寿祭２０１３全国シルバー合唱コンクール」初参加 

３５出場団体中《金賞》受賞 （神戸市・神戸文化ホール） 
「仙台市立川平小学校コンサート」（川平小学校体育館） 
「秋の草木の歌コンサート」（仙台市野草園）以降毎年参加 
第６回「いずみオッチェンコール演奏会」開催（日立システムズホール仙台） 
「復興応援コンサート in亘理」（亘理小学校）を開催 
「桂文化祭」アトラクション出場（泉区桂市民センター） 
「黒松寿大学公開講座」アトラクション出場 (黒松市民センター） 
復興支援「東北うたの本・こころの歌」（気仙沼市民センター）出場 
創立１５周年第７回「いずみオッチェンコール演奏会」開催（日立システムズホール仙台）
イタリア再訪コンサート（ブレーシア市、カターニア市） 
「井上ひさしが作詞した音楽たち」 ミニコンサート（仙台文学館） 
松森アフタヌーンコンサート(松森市民センターホール) 
第３４回仙台青葉まつり開会式で「御藩祖をどり」お披露目演奏（勾当台公園） 

いずみオッチェンコールの主な歩み 
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